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EPC1 エミュレータ 
取扱説明書 

１．はじめに 
EPC1 エミュレータはアルテラ社のコンフィグレーション用シリアル ROM の EPC2 を

EPC1又は EPC1441の代わりに使用するためのアダプタです。 
EPC1 や EPC1441 は一度しか書き込みできないため設計変更の場合は再利用できず、ま

た書込みには専用のシリアル ROMライターを必要とします。 
EPC1 エミュレータは EPC2LC20 を使用していますので 100 回以上の書き換えが可能で
す。また ByteBlasterやMasterBlaster等の ISPダウンロードケーブル経由で書込みが可能
で専用のライターを必要としません。（弊社製の CPLDプログラマも使用可能です。） 

 
２．外観とターゲットボードへの接続例 
 
                EPC1エミュレータの外観 
 
 
 

 
 
              ターゲットボードへの接続例 

 

 
 

JP2  Data ON/OFF JP1 動作電圧設定 

CN1 ByteBlasterへ接続 

U2 裏側のピンをターゲットボードに接続 

U1  EPC2LC20 
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３．ジャンパー設定 
（１） ＪＰ１ 動作電圧設定 

ターゲットボードの EPC1/EPC1441用８ピンソケットに供給されている電源電圧
に合わせて 3.3V側(2-3)か 5V側(1-2)にジャンパーピンをセットします。 
出荷時は５V側に設定されています。 

（２） ＪＰ２ データ出力ＯＮ／ＯＦＦ 
JP2 がオンの状態で EPC1 エミュレータからターゲットボードのコンフィグレー
ションが実行されます。 
ターゲットボードにターゲットボードにターゲットボードにターゲットボードに EPC1EPC1EPC1EPC1 エミュレータを初めて接続してデータを書き込む時はエミュレータを初めて接続してデータを書き込む時はエミュレータを初めて接続してデータを書き込む時はエミュレータを初めて接続してデータを書き込む時は

このジャンパーを必ずこのジャンパーを必ずこのジャンパーを必ずこのジャンパーを必ず OFFOFFOFFOFFにしてください。にしてください。にしてください。にしてください。    
データの書きこみが終わってからターゲットボードの電源を一旦切り JP2 を ON
にしてください。以後 JP2は ONのままで問題ありません。 

 重要な注意重要な注意重要な注意重要な注意    
ターゲットボード用でないデータがターゲットボード用でないデータがターゲットボード用でないデータがターゲットボード用でないデータが EPC1EPC1EPC1EPC1 エエエエミュレータに書き込まれている状態ミュレータに書き込まれている状態ミュレータに書き込まれている状態ミュレータに書き込まれている状態

でででで JP2JP2JP2JP2 がががが ONONONON のままターゲットに接続して電源を入れるとコンフィグレーションがのままターゲットに接続して電源を入れるとコンフィグレーションがのままターゲットに接続して電源を入れるとコンフィグレーションがのままターゲットに接続して電源を入れるとコンフィグレーションが

スタートしてしまいます。スタートしてしまいます。スタートしてしまいます。スタートしてしまいます。    
最悪の場合ターゲットボードの最悪の場合ターゲットボードの最悪の場合ターゲットボードの最悪の場合ターゲットボードの FPGAFPGAFPGAFPGA や周辺回路に重大なダメージを与える恐れや周辺回路に重大なダメージを与える恐れや周辺回路に重大なダメージを与える恐れや周辺回路に重大なダメージを与える恐れ

がありますのでご注意下さい。がありますのでご注意下さい。がありますのでご注意下さい。がありますのでご注意下さい。    
 
４．使用方法 
（１） 最初に EPC1エミュレータにデータを書き込む場合は JP2を OFFにしてください。 
（２） JP1をターゲットボードの電源電圧に合わせてください。 
（３） ターゲットボードの電源が切れている状態で EPC1/EPC1441用の８ピンソケットに

EPC1エミュレータ U2の裏側のピンを挿してください。このとき１番ピンの位置が
合っていることを確認してください。向きを間違えますと故障の原因となります。 

（４） EPC1エミュレータの 10ピンコネクタ（CN1）に ByteBlasterかMasterBlasterを
接続してからターゲットボードの電源を入れてください。 

（５） MAX+PLUSⅡから書き込みを実行してください。書込み方法の詳細については次の
ページをご覧下さい。 

（６） 書き込み終了後ターゲットボードの電源を一旦切り JP2がOFFの場合はONにして
から電源を再投入するとコンフィグレーションが実行されます。 

（７） 以後 JP2は ONのまま使用して問題ありません。 
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５．MAX+PLUSⅡの設定方法 

（１） コンパイラボタン を押してコンパイラを起動してください。 

（２） Assignメニューの「Global Project Device Options…」を選んでください。 
（３） Configuration Deviceは「EPC2LC20」を選択し 

Configuration Schemeは「Passive Serial(can use Configuration Device)」を選択
してから OKボタンを押してください。 

 
 
（４） ダイアログが表示された場合は OKボタンを押してください。 
（５） コンパイラウインドウの STARTボタンを押してコンパイルを実行してください。 
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（６） 次にプログラマーボタン を押してプログラマを起動してください。 

（７） JTAGメニューのMulti-Device JTAG Chain Setup…を選んでください。 
（８） Device Nameは「EPC2」を選択してから、Select Programming File…ボタンを押

してコンパイラが生成した POFファイルを選択後 ADDボタンを押してください。 
（９） ListウインドウにDevice NameとProgramming File Namesが表示されたことを確

認してください。このとき Detect JTAG Chain Infoボタンを押すと書きこみ準備が
整っていれば「JTAG chain information confirmed by hardware check」というメッ
セージが表示されます。 

 
 
（１０） OKボタンを押してMulti-Device JTAG Chain Setupのウインドウを閉じます。 
（１１） プログラマーウインドウにMulti Device JTAG Chain (1 Programming File)が 

表示されていることを確認し Programボタンを押すと EPC1エミュレータへの 
書き込みが実行されます。 

 
６．ご質問・サポート窓口 
 

〒416-0909 静岡県富士市松岡 486-1 
マイクロデザイン株式会社 
電話 0545-62-9715 FAX 0545-62-9716 
Email : info@microdesign.co.jp 

 


